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第30期第15回常任理事会議事録

日時：1999年12月20日（月）13時30分～16時00分

会場：気象庁気象学会事務局（8階）

出席者：廣田，二宮，木田，澤井，関口，田中（博），

　　　　中村（誠），新野，藤部，村松以上10名

その他の出席者：舘（事務局）

議　事

1．第30期第14回常任理事会議事録の確認

2　第30期第5回理事会議事録の確認

3　各委員会関連議事

　庶務…後援名義等使用依頼受付：4件

　　　　名称：第15回北方圏国際シンポジウム

　　　　　　　ーオホーツク海と流氷一

　　　　　1）主催：紋別市，（社）北方圏センター，

　　　　　　　　　オホーツク海・氷海研究グループ

　　　　　2）期日：2000年2月6日（日）～10日（木）

　　　　　3）場所：紋別市民会館・紋別文化会館（北

　　　　　　　　　海道紋別市）

　　　　　4）名義：後援

名称：第28回可視化情報シンポジウム

　　1）主催：可視化情報学会

　　2）期日：2000年7月17日（月）～19日（水）

　　3）場所：工学院大学講堂（新宿区西新宿）

　　4）名義：協賛

名称：第32回乱流シンポジウム

　　　第11回計算流体シンポジウム

　　　第5回環境流体シンポジウム

　　1）主催：（社）日本流体力学会

　　2）期日：2000年7月25日（火）～27日（木）

　　3）場所：京都大学工学部物理系校舎（京

　　　　　都市左京区吉田本町）

　　4）名義：協賛

名称：第16回風工学シンポジウム

　　1）主催：日本学術会議社会環境工学研究

　　　　　連絡委員会自然災害工学専門委員

　　　　　会

　　2）期日：2000年11月29日（水）～12月1

　　　　　日（金）

　　3）場所：日本学術会議講堂

　　4）名義：共催

・風工学シンポジウム運営委員会委員及び査読

委員会委員（各1名），事務局担当者（1名）

の推薦依頼等　　　　　　　　　　　　　　・

会計…1999年度10，

天気…Vo1．46

気象集誌…Vol．78，

・オンラインジャーナル事業に関する説明会報

告．

・「平成12年度学術定期刊行物計画調書（気象集

誌）」を日本学術振興会へ提出．（11月30日）

・2000年度「猿橋賞」受賞候補者を1名推薦（11

月19日提出）．

・2000年度会費請求：個人のグループ別会員

（11月25日），個人会員（12月1日）．

・平成12年度文部省「研究成果公開促進費」研

究成果公開発表（B）申請状況

北海道支部：市民気象大学普及講座「北海道

　　　　の農業と気象」，2000年10月28日，北

　　　　海道開拓の村講堂（北海道江別市）．

東北支部：「山形県の農業・経済と気象環境」，

　　　　2000年10月12日，遊学館（山形県山

　　　　形市）．

中部・関西・九州・沖縄各支部は申請見送り．

・平成11年度「島津賞」「井上学術賞」について

当学会から推薦した候補者は選考に漏れた旨

通知があった（12月6日）．

・第3種郵便物認可刊行物定期監査報告（3年

に1回）提出（東京郵政局長）．

　　　　　　11月の収支報告．

　　　　No．12（1999年12月号）掲載記事と

Vo1．47No．1（2000年1月号）掲載予定記事

の報告．1999年の「天気」総ぺ一ジ数は，858

ぺ一ジであった．

　1号あたり70ぺ一ジ，12×70＝840ぺ一ジを予

定していたので，ほぼ計画通り．

　　　　　　No．1（Febmary2000）の掲載

内容の報告．従来から，巻，号の前に付けら

れてきた第II輯というシリーズ番号は，現在

では無意味なのでVo1．78から使用を中止す

る．

気象研究ノート…編集進捗状況の報告．

総合計画…気象技術講習会（専門課程第2回「数値

　　　予報コース」及び第2回基礎課程）の実施状

　　　況の報告：現在，第3回講習会の検討や地方

　　　での講習会の開催について検討している．専

　　　門課程第2回のように集中講義形式でやると

　　　受講しやすいようなので，集中講義形式での

　　　実施も検討課題である．

80 “天気”47．2．
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　　　地球環境科学関連学会協議会の報告：これま

　　　　で，理学的観点からの議論が行われてきてい

　　　　るが，工学や人文といった観点からの議論も

　　　必要である，これらの分野との交流が必要で

　　　　あるという意見が強まりつつある．

教育と普及…教育と普及委員会，および学校科目「地

　　　学」関連学会連絡協議会での活動状況の報告．

電子情報…学会ホームページアクセス状況（1999年

　　　　10月，11月）の報告．学会メーリングリスト

　　　　ヘのアドレス登録数は現在1000件程度となっ

　　　　ており，アドレスの削除希望者数と登録希望

　　　者数がほぼバランスしている状況である．

　　　総会関連の情報や常任理事会議事録など1か

　　　　月に1回程度情報を流していく予定である．

4．会員加入状況

　新入会員45名を承認，退会4名．12月16日現在，

会員数4，742（内，通常会員4，208名）

5．「GPS気象学」（気象研究ノート）の中国語翻訳許

諾について

　　中国国家地震局第一地形変監測中心の李延興主任

　より，気象研究ノート「GPS気象学」の中国語への

翻訳，出版の許可依頼があった．研究ノートが国際

的に評価され，同号の内容が広く普及するのは好ま

しいことであり，許可することに決まった．ただし，

非商業出版物に限定することなどの条件を付ける．

詳細については，今後の手続きの過程で検討する．

6．気象教育研究連絡会設立について

　澤井哲滋会員（気象庁予報部）らを発起人とする

標記研究連絡会の設立趣旨書が紹介され，学会事業

　として承認された．

7．日本学術会議第18期会員候補の選考対象者の募集

　について

　　日本学術会議第18期会員候補の選考対象者の募集

の通知があった．今後の日程としては，まず選考委

員5名を決定する．その後，会員候補1名，及び推

薦人3名と推薦人予備者1名を決定し，それぞれ

2000年2月15日，2月21日までに学術会議へ提出す

　る．

8．地球環境問題WG（ワーキンググループ）につい

　て

　第5回理事会での中間報告を踏まえ，次のステッ

プとして，これまでのWGメンバーに理事長，総合

計画担当委員，環境問題専門家を加えたメンバーに

　より，枠を広げた議論を進めていくことになった．
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